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ス
で
開
催
さ
れ
た
。
身
近
な

社
会
問
題
を
取
り
上
げ
、
み

ん
な
で
議
論
し
て
よ
り
良
い

法
案
づ
く
り
に
取
り
組
む
初

め
て
の
企
画
。「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
」
と
「
少
年
法
」
を

素
材
に
、
弁
護
士
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
と
に
、
自
分
た
ち

な
ら
ど
う
改
正
す
る
か
、
グ

ル
ー
プ
で
実
践
す
る
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
。
１
〜
４
年

次
の
学
生
ら
40
人
余
り
が
集

ま
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
第
二

東
京
弁
護
士
会
が
協
力
。
小

中
高
校
で
出
張
授
業
を
行
っ

て
い
る
弁
護
士
３
人
と
、
弁

護
士
で
も
あ
る
土
田
亮
教
授

が
講
師
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
背
景

や
規
制
内
容
、
憲
法
の｢

表

現
の
自
由｣

の
意
義
を
踏
ま

え
、
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ

で
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

の
文
言
を
題
材
に
し
た
教
室

で
は
、「
本
邦
外
出
身
者
に

対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動

の
な
い
社
会
の
実
現
」
と
い

う
表
現
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
学
生
た
ち
は
「
本
邦
外

出
身
者
」
を
「
対
象
が
外
国

人
だ
け
な
の
は
不
十
分
」
と

指
摘
。「
人
種
、
社
会
的
身

分
、
性
的
少
数
者
」
や
「
あ

る
特
定
の
存
在
・
思
想
」
に

置
き
換
え
る
案
が
発
表
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
悪
口
の
域
を

超
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
た

め
「『
意
図
的
で
不
当
な
』

と
強
調
す
る
」｢

『
悪
意
を

　
12
月
16
日
、
法
学
部
の
法

学
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
弁

護
士
と
〝
模
擬
立
法
〞
し
よ

う
！
」
が
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

　
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会

貢
献
な
ど
に
創
造
的
に
取
り

組
み
、
成
果
を
上
げ
た
学
生

を
表
彰
す
る
第
18
回
育
友
会

奨
励
賞
の
表
彰
式
が
12
月
16

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
東
平
豊
三
育
友
会
長

が
７
人
と
１
団
体
に
賞
状
と

奨
励
金
を
授
与
し
た
。
東
平

会
長
は
「
学
業
と
と
も
に
学

ん
だ
こ
と
は
、
社
会
に
出
て

か
ら
も
必
ず
生
か
せ
る
は

ず
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
水
野
翔
太
さ
ん
（
法
４
）

は
小
学
２
年
か
ら
極
真
空
手

を
始
め
、
12
月
の
第
３
回
Ｋ

Ｗ
Ｕ
世
界
大
会
で
ベ
ス
ト
８

入
り
を
果
た
し
た
。
今
春
、

半
導
体
商
社
へ
の
就
職
が
決

ま
っ
て
い
る
。「
極
真
空
手

を
続
け
る
こ
と
で
、
諦
め
ず

前
に
向
か
っ
て
い
く
気
持
ち

　
今
回
は
企
業
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
日
本
の
企
業
は
２
０
０

万
社
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
近
年
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
大
き
な
社
会
問
題
化
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
ど
の
企
業
も
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
ま
す
。
た

だ
、
す
で
に
充
実
し
た
対
策
を
し
て
い
る

企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
現
実
問
題
と
し

て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
窓
口
は
設
け

て
い
る
が
、
機
能
し
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
多
く
の
企
業
人
か
ら
聞
か
さ
れ
ま

す
。

　
大
学
生
活
が
４
年
間
で
終
わ
る
の
に
対

し
て
、
企
業
人
と
し
て
の
生
活
は
定
年
ま

で
40
年
続
く
の
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
影

響
が
解
消
す
る
ま
で
長

期
間
を
要
し
、
転
職
や

勤
務
変
更
等
、
人
生
設

計
に
大
き
な
狂
い
が
生

じ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
企
業
人
は

学
生
と
異
な
り
、
社
内

の
地
位
も
部
署
も
人
間

関
係
も
複
雑
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
一
度
壊
れ
た
環
境
が
元
に
戻

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
社
会

人
・
企
業
人
に
な
る
前
に
、
今
の
う
ち
か

ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
わ
な
い
対
策
や
、

で
き
る
だ
け
被
害
を
軽
く
す
る
対
策
を
、

立
て
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
専
修
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
室
で
は
、
実
際
に
起
き
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
事
件
の
対
応
の
ほ
か
に
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
未
然
に
防
ぐ
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
最
も
効
率
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
と
し
て
、
精
神
的
に
も
時
間
的
に

も
余
裕
の
あ
る
学
生
時
代
に
、
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
で
実
施
し
て

い
る
啓
発
活
動
や
説
明
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
就
職
課
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
、
こ
の
こ
と
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
齊
藤
　
公
男
）

社
会
人
に
な
る
前
に
準
備
を

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
専
修
大
学
の

学
生
、
教
職
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
な
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
秋
田
は
、
世
界
遺
産
「
白

神
山
地
」
や
十
和
田
八
幡
平

国
立
公
園
な
ど
の
大
自
然
を

身
近
に
感
じ
る
暮
ら
し
の
中

で
、山
海
の
豊
か
な
食
文
化
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、「
高
質

な
田
舎
」を
目
指
し
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
魅
力

と
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
秋
田
県
で
は
、
進
学
・
就

職
等
に
よ
る
若
年
層
の
転
出

に
伴
い
人
口
の
社
会
減
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、

県
内
の
多
く
の
職
場
で
若
者

を
求
め
、
働
き
や
す
い
環
境

を
整
備
し
て
い
る
状
況
は
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
、
世
界
で
は
、
第
４
次

生
産
革
命
の
波
が
き
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
進
み
、
自
動

車
で
は
Ｅ
Ｖ
化
や
自
動
運
転

の
技
術
が
注
目
さ
れ
る
な

ど
、
製
造
業
の
う
ち
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
の
割
合
が
高

い
秋
田
県
に
と
っ
て
も
好
機

と
捉
え
て
お
り
、
特
に
、
航

空
機
・
自
動
車
・
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
医
療
機
器
・
情
報
の
各
産

業
を「
５
つ
の
成
長
分
野
」と

定
め
、
重
点
的
に
支
援
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、秋
田
県
で
は
、

皆
さ
ん
の
県
内
就
職
を
応
援

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
奨
学
金
返
還
助
成
制
度

　
県
内
民
間
企
業
へ
の
就
職

者
の
ほ
ぼ
全
員
が
対
象
と
な

り
、
募
集
人
数
の
制
限
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
５
つ
の

成
長
分
野
へ
の
就
職
者
に
は

助
成
額
を
上
乗
せ
し
ま
す
。

②
秋
田
Ｇ
Ｏ
！
　
Ｅ
Ｎ
（
ご

縁
）
ア
プ
リ

　
県
内
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
席
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯た

め
、
県
内
就
職
後
に
優
待
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
ア
キ
タ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ　
県
内
の
魅
力
あ
る
企
業
を

現
場
で
幅
広
く
知
っ
て
も
ら

い
ま
す
。

④
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
ラ
イ
フ
サ
ー

ク
ル

　
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
見
学
・

先
輩
社
会
人
と
の
交
流
に
よ

っ
て
秋
田
の
社
会
人
生
活
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
支
援
制
度
は
こ
れ
以
外
に

も
あ
り
ま
す
の
で
、
就
職
支

援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
専

修
大
学
の
就
職
課
、
東
京
事

務
所
に
配
置
し
て
い
る
２
名

の
県
内
就
職
相
談
員
「
あ
き

た
学
生
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」

に
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ

さ
い
。

　
ぜ
ひ
、
一
緒
に
秋
田
で
働

き
ま
し
ょ
う
。
専
修
大
学
の

学
生
の
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

「
高
質
な
田
舎
」秋
田
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す

【秋田県就活情報サイトKocchAke!】 https://kocchake.com/

【秋田県ふるさと定住機構】 http://www.furusato-teiju.jp/

秋田県知事

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉４
月
入
社

に
ま
だ
間
に
合
う
学
内
企
業

説
明
会
を
、
２
月
７
日（
水
）

に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

で
実
施
し
ま
す
。
一
日
で
46

社
も
の
企
業
が
来
校
し
、
午

前
の
部
は
10
時
か
ら
、
午
後

の
部
は
14
時
か
ら
開
始
し
ま

す
。「
専
大
生
を
採
用
し
た

い
」
と
い
う
意
欲
の
高
い
企

業
が
集
結
し
ま
す
。
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
全
企
業
の
１
分
間

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
も
あ
る
の
で
、

訪
問
企
業
を
選
ぶ
際
に
も
役

立
ち
ま
す
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
１
月
30

日
（
火
）、
31
日
（
水
）
に

就職支援プログラム（１～３月）

講座名
日時

神田 生田

第２回就職ガイダンス 1月30日(火)　13時～
1月31日(水)

　10時～／11時30分～

小田急グループフェア 　　　　　 1月31日(水)　13時～

就活基礎講座

リターンズ

2月16日(金)、19日(月)、

　 20日(火)、23日(金)、

　 26日(月) 　10時～

2月5日(月)～9日(金)

　9時50分～

企業研究講座
2月15日(木)～26日(月)の

平日

2月5日(月)～9日(金)

　12時20分～

学内企業説明会
3月1日(木)～8日(木)の平日

　9時45分～

3月26日(月)、27日(火)

　9時45分～／13時45分～

※教室や時間、詳細は第２回就職ガイダンスでお知らせします。

実
施
す
る
第
２
回
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
は
、
２
月
以
降
の

活
動
に
つ
い
て
、
注
意
点
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
ま
す
。

ま
た
、
企
業
研
究
講
座
と
学

内
企
業
説
明
会
の
参
加
企
業

一
覧
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
以
降
も
就
職
課
は
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
、
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ

「
掲
示
板
記
事
投
稿
・
閲

覧
」
↓
「
就
職
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
予
定
」
か
ら
確
認
で
き

ま
す
。

　
２
月
以
降
、履
歴
書
作
成
、

企
業
研
究
、
試
験
対
策
等
に

追
わ
れ
る
多
忙
な
日
々
が
続

き
ま
す
が
、
悩
ん
だ
ら
就
職

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

佐々木重人学長（前列左から２人目）、

東平育友会長（同３人目）らと受賞学生

第
18
回
育
友
会
奨
励
賞
　

７
人
・
１
団
体

弁護士とディスカッションする学生

弁
護
士
と
〝
模
擬
立
法
〞

法
学
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
企
画

を
身
に
つ
け
た
。
社
会
に
出

て
も
、
こ
の
気
持
ち
を
失
わ

ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
す
。

　
団
体
部
門
で
受
賞
し
た
文

学
部
の
野
口
武
悟
ゼ
ミ
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、
知

的
障
が
い
や
学
習
障
が
い
の

人
た
ち
が
読
め
る
よ
う
工
夫

さ
れ
た
「
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
」
の

製
作
、
普
及
活
動
を
長
年
に

わ
た
り
続
け
て
き
た
。
今
年

度
は
産
学
連
携
に
よ
り
、
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し

た
。
同
ゼ
ミ
を
代
表
し
、
木

寺
英
里
奈
さ
ん
（
文
４
）
は

「
今
後
も
一
人
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
活
動
し
た
い
」
と
言
う
。

　
受
賞
者
と
テ
ー
マ
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
）

【
個
人
】
▽
水
野
翔
太
（
法

４
）「
世
界
大
会
優
勝
を
目

標
に
」
▽
原
大
和
（
経
営

３
）「
楽
し
く
、
幸
せ
に
子

育
て
が
で
き
る
社
会
を
目
指

し
て
」
▽
座
間
天
平
（
文

２
）「
私
は
支
え
ら
れ
て
い

る
。」
▽
鈴
木
渚
々
美
（
文

３
）「
文
学
の
す
ば
ら
し
さ

を
こ
の
手
で
伝
え
た
い
」
▽

徳
田
鈴
乃（
文
４
）「
神
奈
川

県
教
員
採
用
試
験
現
役
合
格

へ
の
道
」
▽
神
林
浩
平
（
文

３
）「
自
転
車
ベ
ト
ナ
ム
縦

断
」
▽
渡
邊
幸
恵
（
文
３
）

「
プ
ロ
野
球
球
団
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
」

【
団
体
】
文
学
部
・
野
口
武

悟
ゼ
ミ
「
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
の
さ

ら
な
る
普
及
を
目
指
し
て
」

持
っ
た
』
を
付
け
加
え
て

は
」
と
提
案
が
続
い
た
。

　
少
年
犯
罪
の
実
名
報
道
に

つ
い
て
考
え
た
福
田
慶
伍
さ

ん
、
菊
山
稜
平
さ
ん
、
吉
田

悠
真
さ
ん
は
１
年
次
生
。
大

学
院
生
に
論
点
を
整
理
し
て

も
ら
い
「
営
利
目
的
で
違
反

し
た
メ
デ
ィ
ア
に
は
業
務
停

止
な
ど
の
重
い
罰
則
が
必

要
」
と
意
見
を
ま
と
め
た
。

法
を
つ
く
る
作
業
は
楽
し
か

っ
た
と
い
い
、「
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
物
事
を
見
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
」「
法
学
を
勉
強
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ

た
」
と
う
な
ず
き
合
っ
た
。

　
活
発
な
や
り
取
り
で
約
１

時
間
半
は
あ
っ
と
い
う
間
。

講
師
を
務
め
た
弁
護
士
は

「
感
情
論
に
流
さ
れ
ず
法
的

な
考
え
方
で
議
論
で
き
て
い

た
。
実
名
報
道
の
規
制
を
被

害
少
年
に
も
広
げ
る
と
い

う
、
新
し
い
視
点
の
発
表
も

あ
っ
て
感
心
し
た
」
と
学
生

ら
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
主
権
者
と
し
て
の
意
識
を

高
め
る

｢

公
教
育｣

の
一

環
。
企
画
し
た
白
藤
博
行
教

授
は
「
大
学
で
の
模
擬
立
法

は
全
国
で
も
珍
し
い
は
ず
。

法
律
を
よ
く
知
る
こ
と
で
社

会
や
国
家
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。


